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学修行動･成果アンケートについて（4年生） 
 

学⻑室 
教務委員会 

4年生は11月から12月にかけてオンラインで学修行動・成果アンケート配布し、実施い
たしました。77名からの回答を得ました。 
本アンケートは大学の学風の指針、目標についての理解、学修行動（出席状況、取り
組み）、教養・専門知識、スタディスキル、社会人基礎力について問うております。そ
れぞれの結果については以下の通りです。 
 
1 高千穂大学の「学風の指針」「学風の目標」について知っていますか。 
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 前年と
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比べると、本学の学風の指針や学風の目標については認知度が高くなっている。4年生に
は、2023年度、春学期のオリエンテーションおよび秋学期開始時の説明会などを通じ
て、改めて教育の理念などに触れる機会があったからと思われる。 
 
2 授業に出席している割合はどのくらいですか。 
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
コメント：高い出席率ではあるものの、コロナ禍とは異なる行動が見られる状況になってい
ると思われる。 
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3 授業に対して積極的に取組んでいますか。 
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
コメント：全体として、授業への取り組みは高いと思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

k-kuramoto
長方形



資料 2－6-② 

2024年 1月 23日 

教務委員会 

4 
 

4 幅広い知識や教養を身につけている。 
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
コメント：4年次となり、卒業論文を中心に専門科目を研究する時期でもあるが、他方でカ
リキュラムの関係から関連科目や他コース科目を履修することもあり、知識や教養の幅広
さが身につく用になっていると思われる。 
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5 学部・学科で学ぶ専門知識を身につけている。 
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
コメント：4年生になると専門となる分野の科目を一通り学び終えている状態となっている
ので、3年次と比べると当てはまるの比率が低くなっている可能性があるが、概ね高い比率
となっている。 
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6 レポートの作成で必要となる情報収集技能を持っている 
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
コメント：卒業論文やレポートなどの課題を出すために必要となる情報探索能力は向上し
ていることが推察できる。 
 
 
  

k-kuramoto
長方形



資料 2－6-② 

2024年 1月 23日 

教務委員会 

7 
 

7 レポート作成に必要な文章作成技能を有している。 
＜2023年度＞ 

 
 
＜2022年度＞ 

 
コメント：上級生となり、文章作成となる機会が増え、特に⻑い⽂章を書くことによって、
文章作成スキルの一層の向上の必要性を感じている学生が一部にいる一方で、文章作成を
通じ、作成能力が身についていると感じていると思われる結果となっている。 
 
 
 
 
 

k-kuramoto
長方形



資料 2－6-② 

2024年 1月 23日 

教務委員会 

8 
 

8 プレゼンテーション能力を有している 
＜2023年度＞ 

 
 
＜2022年度＞ 

 
コメント：4年生になるとプレゼンテーションの機会が少なくなる。3年次から大きく変わ
っている状況にないと思われる。 
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9 前に踏み出す力が身についている  
＜2023年度＞ 

 
 
＜2022年度＞ 

 
コメント：4年生となり、進路を意識した主体的な行動が求められるため、高い数字になっ
ていると思われる。 
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10 考え抜く力が身に付いている  
＜2023年度＞ 

 
 
 
＜2022年度＞ 

 
コメント：4年生では、進路（就職活動）および卒業論文の作成等を通じて、考えることが
求められる。その点で身についているという状況にある。 
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11 チームで働く力が身についている  
＜2023年度＞ 

 
＜2022年度＞ 

 
コメント：本学においては 4 年次のチーム活動はあまり行われないが、これまでを振り返
り、協調性や主体性を踏まえた結果となっていると思われる。 
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